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福島第一原子力発電所の中長期的な廃止措置に向けた取り組みの一環として，過酷事故解析コード MAAP※

を用いた事故進展解明や炉内状況把握のための解析コード高度化を推進した。 
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1. 緒言 
福島第一原子力発電所の事故進展解明や炉内状況推定に向

けた過酷事故解析コード MAAP のモデル高度化と事故進展解

析を推進している[1][2][3]。本報は，平成 27 年度実施内容のうち，

全体状況とモデル改良の概要を報告する。 
2. 実施内容 

平成 25 年度までの改良 MAAP の課題及び福島第一原子力

発電所の事故進展解明を目的とした PIRT [4]を参考として，

MAAP のモデル高度化項目を策定し，平成 26 年度~平成 27
年度の 2 年間にわたり高度化を推進した。図 1 にモデル改良

の概要（平成 26 年度実施分と平成 27 年度実施分）を示す。

平成 27 年度は，一次系熱水力モデル改良，RPV 下部構造物溶 
融モデル追加，サンプ配管へのデブリ流入モデル追加，

デブリ・コンクリート混合物性モデル改良，PCV 内局

所流動（成層化）モデル追加，核分裂生成物沈着モデル

改良を実施した。改良した MAAP により福島第一原子力

発電所 1～3 号機の事故進展解析結果及びその他のデー

タから総合的に評価した燃料デブリ分布の推定結果を表

１に示す。 
3. 結言 

福島第一原子力発電所の燃料デブリ取り出し作業

に向けた炉内状況推定への活用を目的とし， MAAP のモデル高度化を推進した。本シリーズ発表では，平

成 27 年度に実施した本研究の各実施内容を報告する。 

※MAAP：米国電力研究所（EPRI）が所有するコードの略 
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表１ 燃料デブリ分布の推定結果 
１号機 ２号機 ３号機

場所 評価値 代表値 評価値 代表値 評価値 代表値

炉心部 0～3 0 0～51 0 0～31 0

RPV底部 7～20 15 25～85 42 21～79 21

ペデスタル内側 120～209 157 102～223 146 92～227 213

ペデスタル外側 70～153 107 3～142 49 0～146 130

合計値 232～357 279 189～390 237 188～394 364
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